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１　事業種別

２　事業概要

３　対象年齢

５　提供区域

類型

量の見込み

確保方策
（提供体制）

４　本市での
　　実施状況

①各家庭から「出生連絡ハガキ」の提出を受け、助産師（委託）、市の保健師（低体重児
等）が家庭を訪問。

②生後２～３か月で「出生連絡ハガキ」が未提出の家庭について、住民基本台帳の情報を基
に「赤ちゃん訪問依頼票（ハガキ）」の提出を依頼。提出があった家庭に対して、赤ちゃん
訪問員（委嘱）が家庭を訪問。

③上記（①、②）のハガキが未提出の家庭に対して電話勧奨等を行い、連絡がつかない家庭
に対しては保健師が家庭を訪問し、フォロー。

３区域（行政区）

　② 出生数（実績）：H20:5,845　H21:5,768　H22:5,880　H23:5,770　H24:5,432
H25:5,521

　③ 訪問件数（実績）：H22:5,312　H23:5,340　H24:5,096　H25:5,351

　④ 0歳児から出生数の平均割合算出（Ｈ20～25）：1.03倍（②÷①）

　上記の参酌標準を踏まえ、出生数、訪問件数等から算出。

（算出方法の詳細）

　① 0歳児：H20:5,685　H21:5,605　H22:5,725　H23:5,588　H24:5,369　H25:5,386
    （年齢階級別人口）

乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）

生後４か月までの乳児のいるすべての家庭を訪問し、子育て支援に関する情報提供や養育環
境等を把握。

０歳

　⑤ 年齢階級別の0歳児（人口推計）×④　＝　量の見込（出生数推計）※受入（訪問）可能
枠

６　量の見込み
    の算出方法

○国の「基本指針」で示された参酌標準

  出生数等を勘案して、計画期間内における適切と考えられる目標事業量を設定。

○本市の量の見込みの考え方

７　見直しの
　　考え方

②児童数の見直しにより、「量の見込み」及び「確保方策」を見直す事業

0歳児の人口推計値の変更及び平成28年度までの実績値にあわせ、量の見込
みを修正する。

④ 0歳児から出生数の平均割合算出（Ｈ23～28）：1.04倍（②÷①）
⑤ 年齢階級別の0歳児（人口推計）×④×訪問率：95.4％＝量の見込（出
生数推計）※受入（訪問）可能枠

例）３０年度の量の見込み
人口推計：5,376人×1.04×95.4％≒5,332人

※変更なし
【実施体制】
保健師：６１人
赤ちゃん訪問員：９人
助産師（委託）：３９人
【実施機関】
９保健福祉センター
【委託団体等（助産師）】
静岡市助産師会
清庵助産師会
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「量の見込み」と「確保方策」（計画当初）
（単位：人/年）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度
5,435 5,360 5,274 5,194 5,112

「量の見込み」と「確保方策」（見直し案）
（単位：人/年）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度
5,435 5,360 5,274 5,332 5,367

人口推計（計画当初）
（単位：人/年）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度
5,277 5,204 5,121 5,042 4,964

人口推計（平成28年度 教育・保育見直し）
（単位：人/年）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度
－ 5,188 5,360 5,376 5,410

量の見込み

確保方策

０歳児

０歳児

量の見込み

確保方策

※変更なし
【実施体制】

保健師：６１人
赤ちゃん訪問員：９人

助産師（委託）：３９人
【実施機関】

９保健福祉センター
【委託団体等（助産師）】

静岡市助産師会
清庵助産師会

【実施体制】
保健師：６１人

赤ちゃん訪問員：９人
助産師（委託）：３９人

【実施機関】
９保健福祉センター

【委託団体等（助産師）】
静岡市助産師会
清庵助産師会


